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1. はじめに 

近年，高齢者による自動車事故の増加が大きな社会問題

となっている．高齢運転者の事故件数の低減が求められて

いるが，高齢者にとって運転は外出頻度や心身の健康に影

響を与えるため，高齢者に長く安全に運転してもらうこと

が望ましい．そのためには交通事故を低減するための安全

運転教育の効果を高めていくことが重要である． 

高齢者は自身の運転能力を過大評価する傾向にある[1]．

しかし，心身機能や運転能力が低下しても，適切な自己評

価により安全に運転できる[2]ことから，高齢者の運転教育

において適切な自己評価を促すことが重要な要素になる． 

代表的な高齢者の運転教育として，法定高齢者講習が挙

げられる．高齢者講習では教習指導員が主観的な評価を行

うため，高齢者が指摘に対し納得しづらく，十分な教育効

果が上げられていない[3]．さらなる人口の高齢化が進むと

予測されていることから，高齢者講習において高齢者の特

性に適した効果的かつ効率的な教育手法が求められている． 

2. 本研究の位置づけ 

先行研究[4]では，ドライビングシミュレータ(DS)を用い

て過大評価を是正する教育手法を提案し，その効果を検証

した．提案手法により，DS での体験と自身の運転行動と

の紐づけが促され，過大評価が是正された．提案手法では，

指導員(実験者)がコーチング技法を用い，高齢者と 1 対 1

で対話しながら運転の振り返りを行うため，時間効率の観

点で改善が必要である．提案手法において，人間が介在せ

ずに教育できるようになれば，並行して複数人を教育でき，

運転教育現場の効率化に繋がると考えられる． 

そこで本研究では，先行研究における提案手法を用いた

運転教育の効率化を目指し，人間が介在しない対話型の振

り返りアプリを開発した．開発したアプリの効果検証を行

うと同時に，対話相手となるエージェントの有無や種類が

自己評価の変化に与える影響について調査した． 

3. 対話型運転体験振り返りアプリ 

本アプリの目的は，人間が介在せずに，高齢者自身の不

安全な運転行動と，衝突やヒヤリハット体験といった運転

行動の結果との紐づけを行わせることである．そこで，先

行研究[4]の検証実験における指導員と高齢者の対話内容の

構成要素をグループ化し，高齢者への質問項目および選択

肢等を設計した．高齢者が各項目に対して回答を選択する

ことにより，人間を介さずに運転の振り返りを行える．対

話内容としては運転の振り返りに加え，過去に似た経験が

ないかを質問し，状況整理を補助して DS での体験と日常

運転とを紐づける． 

本アプリでは，質問や選択肢等を音声とともに提示し

(図 1(a))，画面には対話相手としてヒト型のエージェント

を表示する(図 1(b))．  

4. 実験方法 

4.1 実験概要 

対話型振り返りアプリの有用性を評価するため，評価実

験を行った．また，エージェントを導入することによる有

効性についても検討した．アプリの有用性については，提

案アプリを用いた運転の振り返りを行い，高齢者の過大評

価が是正される割合について，先行研究[4]の教育実験の結

果と比較して評価した．エージェントの有効性については，

実験参加者を表 1 に示す 3 群に分けて実験を行い，各群で

の自己評価変化を比較することにより評価した．本実験の

参加者は 70 歳以上の高齢男性 30 名(平均年齢 74.0 歳，

SD=3.0)であり，実施前に実験内容を説明し，インフォー

ムド・コンセントを得て，東京大学ライフサイエンス委員

会倫理審査専門委員会の承認の下で実施した． 

4.2 実験手順 

図 2 に実験手順を示す．本実験では，参加者に DS を用

いた教育タスクを課し，その後提案アプリを用いて運転の

振り返りを行わせた．教育タスクでは，予め DS で記録し

た参加者の運転を基に死角から人が飛び出すシナリオを作

成し，人が飛び出した際に車を停止させるタスクを行った．

その後，提案アプリを用いて教育タスクでの衝突やヒヤリ

ハットの体験を振り返らせた．参加者は教育前と振り返り

後に 8 項目からなる自己評価アンケート(SEQ)に回答した．

また DS 運転記録の前に実車走行を行い，指導員が同じ

SEQ を用いて参加者の運転を評価した．さらに，実験の最

後に再度 DSによる運転記録を行った．なお，DSのシナリ

オ作成には三菱プレシジョン(株)製 D3SIMを用いた． 
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(a) アプリ画面 
交通指導員 一般人 

(b) エージェント 

図 1 運転振り返りアプリの画面表示 

 

表１ 実験条件 

条件 エージェント種類 参加者数 [人] 

A 交通指導員 10 

B 一般人 10 

C エージェント無し 10 
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4.3 評価指標 

提案アプリの有用性を評価するため，高齢者の過大評価

が是正された(SEQ 点数が低下した)割合を評価指標として

設定した．なお，過大評価とは高齢者が回答した SEQ 点

数が，指導員が回答した点数よりも高い状態とした．また

エージェントの有効性を評価する上で，教育前後の自己評

価の変化を評価するため，SEQ の 8 項目の合計点数である

自己評価点数を評価指標として選定した． 

5. 実験結果・考察 

分析対象となる過大評価した参加者数は，条件 Aが 6名，

条件 Bが 7名，条件 Cが 7名であった． 

5.1 アプリによる過大評価の是正効果 

アプリによる運転振り返りの有用性評価のため，過大評

価の是正割合を先行研究[4]で実施した実験結果と比較した．

先行研究では，実験者が介在した際の是正割合が 66.7%(18

名中 12 名)であった．これに対して，本研究のアプリを用

いた際の是正割合は 85.0%(20名中 17名)であった． 

5.2 エージェントの有無による影響 

過大評価した 20 名の実験参加者を分析対象とし，自己

評価点数を比較した．図 3 にエージェント有無の条件にお

ける自己評価点数の教育前後の推移を示す．エージェント

有条件で有意に点数が低くなったことに対して，エージェ

ント無条件では有意な変化は見られなかった．よって，エ

ージェントの有無は自己評価点数の下げ幅に影響すること

が確認できた． 

5.3 エージェントの種類による影響 

エージェントの種類による影響についても検討した．図

4 にエージェント種類条件の違いによる自己評価点数の教

育前後の推移を示す．条件 A，B ともに実験前後では有意

に自己評価点数が低下した．しかし，エージェント種類で

自己評価点数の下げ幅に大きな違いは見られなかった．よ

って，本研究で検討した範囲では，エージェント種類が教

育効果には寄与しないことがわかった． 

5.4 考察 

実験結果より，アプリによる振り返りは人間が行う振り

返りと同等の過大評価の是正効果が得られることを確認で

きた．開発したアプリを用いることで指導員の立ち会いが

不要になり，一度に多くの高齢者に対する教育を並行して

実施可能になるため，アプリの導入により効率的かつ十分

な教育効果が得られる教育を実現できると考えられる． 

また，エージェントの導入が自己評価点数の変動に影響

を与える傾向が見られた．エージェントの適用が，高齢者

に対し教育内容を受け取り，自身の行動を改める補助にな

った可能性がある．これは人が介在しない運転教育の場面

において，エージェントの存在により，対人の環境に近い

状態を作ることで高齢者の感受性に影響を及ぼし，運転意

識の変化に繋げられたと考えられる．しかし，DS とアプ

リを用いた運転教育が自己評価だけでなく，高齢運転者の

運転にまで影響を及ぼすかまでは把握できていない．そこ

で教育前後での DS 運転の行動変化を調査した．特に，教

育タスクにおいて適用した，人が飛び出した場面周辺にお

ける平均走行速度は教育後に低下する傾向にあった．この

変化は，教育後に高齢者がより注意深く運転し，速度を落

として走行したためであると考えられる．よって，DS と

アプリを用いた運転教育が，高齢運転者の運転に対しても

影響を及ぼすことが示唆された． 

6. まとめと今後の課題 

高齢者向け運転教育の効率化を目指し，人間が介在しな

い対話型の運転振り返りアプリを開発し，その効果を実験

により評価した結果，以下の知見が得られた． 

⚫ 人が介在する教育と同様に過大評価の是正効果が得ら

れ，開発したアプリは有用である． 

⚫ エージェントの有無により自己評価点数の変化に差異

が見られ，対話型振り返りアプリにエージェントを実

装することでより高い教育効果が得られる． 

自己評価が是正されなかった高齢者の原因を探り，より

効果的な教育方法を検討していくことが今後の課題である． 
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図２ 実験手順 

 
図３ エージェント有無条件における 

自己評価点数の推移 
 

 
図４ エージェント種類条件における 

自己評価点数の推移 
 

＊p<0.05, t-test 

＊p<0.05, t-test 
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